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　９月の第３月曜日は、国民の祝日の一つである「敬老の日」です。
　多年にわたり、社会のために尽力してこられた高齢者を敬い、その長寿を祝う日です。
　先日、厚生労働省が発表した平成 29年の平均寿命は、女性は 87.26 歳で世界第２位、男性は 81.09 歳で世界第３位でした。

祝敬老の日これからもお元気で

平成30年９月17日
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　川内川の大小路地区(天大橋から太平橋下流までの間の右岸側河川敷)では、治水安全度向上のため、平成26年度か
ら国土交通省が川内市街部改修工事(引堤工事)を行っています。完了後は河川敷が大きな憩いの空間として生まれ変わ
ります。このため、現在、地域の方々を中心とした検討会
｢せんで川夢見る会｣で、この新しく生まれ変わる水辺空間の
利活用と維持管理手法について話し合い、市民の皆さんが親
しみやすく、水辺と街が融合した空間形成を目指して、川内
市街部(大小路地区)のかわまちづくりを行っています。
　検討会では、従来から河川敷で開催されている鯉のぼり
フェスティバルや春・秋の木市の開催に加え、マルシェやス
ポーツイベントなどの開催も検討されています。

　｢新しく生まれ変わる河川敷でイベントを開催したい｣ ｢かわまちづく
りに参加したい｣など、興味のある団体や詳しい情報を知りたい方は問い
合わせください。
　また、川内市街部(大小路地区)のかわまちづくりに関する出前講座も
行っていますので、ぜひ活用ください。

　大小路地区は、洪水時の河川水位よりも低い位置に住
宅などが密集しているため、川が氾濫した場合の被害は
大変大きなものになります。その対策として、川幅を広げ、
洪水時に流せる水量を増やす必要があることから、平成
26年度より本格的に河川改修(引堤工事)を行っています。

川内川の河川敷が
新たな憩いの空間に生まれ変わります

　【問合先】＝せんで川夢見る会事務局（本庁建設政策課内）
　 （23）5111 （内線 3110）　 （23）8389

渡瀬口 スポーツゾーン

イベント開催イメージ

トイレ・ベンチ

＊掲載している図や内容はイメージであり、今後変更になる場合があります。
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